
  

 

 

第１５３２回 例会 ２０２４年 (令和６年) ４月８日 

（環境月間）  

 

前回（３月２５日）例会記録  

◇プログレス 篠藤 敦子 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介 松村 和也 親睦委員 

 ゲスト： ０名 地区外： ０名 地区内： ０名 合計 ０名 

   

２．会長の時間  「中華料理の注文」  林   拓 会長 

 

今日は月末週ということで、また少し食事にちなんだお話をさせて頂きたいと思います。私は 

多少ですが、日常的な中国語はあまり不便を感じない程度に話すことができますが、独学とはいえ、

その中国語を学ぼうと考えた動機は中華料理の注文でした。美味しい料理を食べたい、お客様が 

訪中された場合に日本人の口に合う料理を出したい。なら自分で注文ができるようになるのが 

手っ取り早い。という考えが中国語を学ぶ動機でした。 

さてその中華料理ですが、料理の種類は多岐多様でありますが、大きなレストランの個室などで 

10人程度が食事をする場合、注文方法はおよそ共通しています。 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 小島 常男 副ＳＡＡ） 

〇 ロ‐タリ‐ソング  「君が代」「四つのテスト」 

〇 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

〇 ４月お誕生月会員お祝い 

〇 次年度会長方針  岡本 真太郎 会長エレクト 

〇 IM委員長会議 ４階「藤の間」 １１：３０～ 

〇 理事会 ４階「藤の間」 １３：４０～１４:４０ 

・桜の歌特集       

 



 

 

鮑やフカヒレに特化したようなお店でない限り、通常コース料理というものは存在しません。原則、メニューで単品を注文する

か、生きた海鮮を選んで調理法を指示して、人数分に必要な料理を少し余る程度に、また同じ味がかぶらないように料理を

選ぶことがスマートなホスト役となります。コースがない中華において、1 人価格という発想もなければ、割り勘という考え方も

ありません。考え方としては１テーブルがいくらかと考え、高い食材や安い食材、調理法などを考えお勘定の金額も考えなが

ら、ゲストに対して自分の面子が立つかどうかが重要になってきます。そして一般的には注文した人が全て支払うことになり

ます。ですので、注文は社長自身が行うのが通例で、社員さんでは通常注文はできないことが多いです。 

実際に注文するには、ある程度の食材を中国語で覚える必要があります。よく行くお店であれば料理名で覚えることも可能

です。例えば皆さんがよくご存知の「北京ダック」は「片皮鴨」というのが一般的な料理名であったりします。海鮮料理店では

水槽で泳いでいる魚介類を、自分で選んで調理法や調味料を指示します。この場合、水槽の前に書かれている値段は 500g

単位の価格が書かれています。中国の量り売りは原則 500g単位となります。 

注文する料理の量ですが、人数に対して１皿と考えれば概ね間違いないですが、冷たい前菜などはカウントしない方が 

良いでしょう。また中国人が同席の場合は必ずスープを注文する方が良いです。最近の中華では生物も調理しますので、

伊勢海老の姿造や、白ミルガイのお刺身なども人気のメニューです。海鮮料理で必須となるのが魚の丸蒸になりますが、 

これを「清蒸魚」と言います。価格は魚次第で 500g日本円で 2,000円〜12,000ほどします。そして８品や 10品注文する 

場合、2〜３品ほどは辛い料理を注文すると喜ばれます。しかし麻婆豆腐など注文すると、そんな安いものをと思われて 

しまいます。随分昔、ご馳走になった時に何が食べたいと聞かれて麻婆豆腐と答えると、そんな安いものは私の面子が 

なくなるのでやめてください、と言われました。そして野菜の炒め物や主食に焼飯や麺料理などを加えますと、ほぼ自前 

コースの完成となります。 

中国ではまず一緒に食事をして、酒を酌み交わしてなんとなく相手の本性と本音が見えて来ます。相手が自分をどう思って

いるかも垣間見えたりします。中国のビジネスシーンにおいて食事をともにするという行為は非常に意味のあることです。 

もし今後、中国にて中国人と食事をともにされる場合は注文の仕方を少し注視されるのも良いかと思います。 

 

３．委員会報告 

◎ 国際奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

 

いつも歯科医療奉仕活動にご支援をいただきありがとうございます。 

２４日の日曜日にフィリピンのカオハガン島での歯科医療奉仕活動を無事終えて 

参加者１８名帰国いたしました。今回は上田ガバナー補佐さんと一緒に行って参りました。 

今度のＩＭ５組のロータリーデーでＪＤＭの歯科奉仕活動がどの様にしているか見てみた

いと思って参加されました。とても熱心なお方で一緒に活動をして下さいました。 

 

今回の活動の目的は、 

１ 市長の表敬訪問です。   

市長が代わったので行政の方針も変わってくるので､歯科医療行為の許可を得ることと歯科機材とドネーシヨングッズの 

税関の許可書をいただく事でした。市長から私達にお願い事を言われました。 

恵まれないく貧困に困っている子供達を救う為に､ブラスバンドで演奏する楽器（中古）を寄付して欲しいとの事でした。 

詳しいことは後日お話を致しますのでよろしくお願いします。 

 

 

 



 

 

２  船場ロータリークラブが八尾ロータリークラブとマッチングして行なった事業で、船場ロータリーは台風被害を 

受けたパンダノン島にラーニングセンターを寄付しましたが、昨年完成したのでそれを見に行くことです。 

八尾ロータリーは船の修理費を寄付しました。その船で上田ガバナー補佐さんと一緒にパンダノン島に行きました。 

とても貧しくて島民は魚をとって生活をしています。 

 

パンダノン島に行く時に船場ロータリーの片岡さんから石鹸､俣野さんからタオル､伊藤さんからＴシャツ､八尾ロータリーの 

佐野さんから歯ブラシを寄付して頂きましたので､それの一部をサンプルとしてパンダノン島の小学校生にドネーシヨン 

しました。島民にとってはとても貴重な品々なので大変喜んでいました。 

残りの物は船便か空輸で後日送ることを約束して島をあとにしました。 

帰りの機中で上田ガバナー補佐さんからこの様な活動を今後も続いていってください。継続は力なりです。 

参加して良かったです､と言って下さりました。 

後日､又機会をみつけてご報告致しますのでよろしくお願い致します。  感謝 

 

４．ニコニコ報告  野田 寿美子 親睦委員 

岡本（真） 会員・・・・本日次年度理事会よろしくお願いします。 

小島、新川、松村、大島、中西、藤井、竹内、岡野、片岡、野田、岩崎、清水、山川、篠藤、大久保、坂本、原山、 

俣野、井澤、平山、中村、天野、北野、盆子原、中嶋、 

 各会員・・・・宮内庁インスタグラムで皇室の情報発信 来月からＳＮＳ活用は初 

 

５．出席報告  篠藤 敦子 副ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３６名 出席会員数 ３１名（オンライン２名） 出席率 ８４％  

第１５２７回（３月４日） 修正出席率 １００％ 

 

６．フリートーク  「ＩＭロータリーデー委員会別打合せ」 

4/13（土）に開催の IMロータリーデーに向けて、委員会別に分かれて当日の打合せなど話合いをされました。 

 

                      

 

米山奨学生ヴートゥイユーンさん送別会 

                2024年3月28日（木） １８:３０～ 於：ホテルイット 

 

2024 年 3 月 28 日（木） hotel it レストラン『it.oven』で、１４名

の参加者が集まり、ヴートゥイユーンさんの送別会が和やかに

行われました。美味しい料理を囲み、楽しいひとときを過ごしま

した。そして、最後にはカウンセラーの岩崎会員が花束を贈呈

しました。彼女にとって最後の日に素敵な思い出ができたことで

しょう。参加者の皆様、本当にありがとうございました。 

                            文 天野 大樹 

 



 

  

 

 

☆次回４月１５日（月）例会予定              

  社会奉仕フォーラム： 天野委員長 ～１４:００延長 


